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1　研究目的

第

　出生時における新生児の体位を充分把握することは、

小児保健に従箏するものにとって重要なことであるのは

いうまでもない。これは、新生児の生命予後、その後の

発育、罹患状況などに影響するばかりでなく、その児の

出生時における成熟度を知る因子となる。

　このことから、出生時の体位の形態的パラソスを知

り、水頭症、小頭症などの頭部の異常を早期に発見診断

し、また、新生児の成熟度を判定し得るような指数があ

れば有意義なものと考える。・

　この見地に立ち、筆者らは、出生時の身体計測値を馬

いて、種々の指数を箕出し・これが異常所見の早期発見

とか・成熟度の判定とかに使用し得るか否かを調べる目

的で予備調査として開始した。

体　重（9）
身　長　（c皿）

頭　囲　（c皿）

胸　囲（cm）

1くaup指　数

頭囲／胸囲

頭囲／体重

頭囲／身長

胸囲／体重
胸囲／身長

1表平　　均　　値

男

M S．D

3，187

49，6

33，8

32，2

L2．8

1．06

10，8

0，69

皇0．3

0．66

468

2，3

夏，4

1．9

191

0．05

生，5

0．02

1，L

O，03

女

M S．D

3，106

48，9

33．3

31，9

12．8

L．05

11．O

O，69
正Q．5

0．66

456

2．2

1．3

L．9

1－1

0．06

正．4

0．Q3

1，2

0．03

を加えた。なお・今回の調査では妊娠経過・分娩緯過・

出生時の状、態を考慮していない。

H　研究対象と方法

　対象は、昭和42、43年の2年間に愛育病院産科にて出

生した男児860名、女児780名である。これらの児の母

は、妊娠の極く初期から同産科で経過を観察されてい

㊧。

　個々の児の出生時の体重，身長，頭囲、胸囲を計測

し、この計測値から次の指数を算出した◇すなわち、カ

ウプ指数、頭囲／胸囲、頭囲／体重、頭囲／身長、胸囲

／体重、胸圏／身畏である。これらの計測値と指数を在

胎期間別、母の年齢別、母の身長別、出生順位別に検討

皿研究成績

　1．平均値

　各計測値と各指数の男女別平均値（M）と標準偏差

（S，D）を第1表に示した。計測値は男児の方が女児よ

りやや大きい値を示しているが、指数では、カウプ指数、

頭囲／身長、胸囲／身長において男女において男女差は

認、められなかった。

　2．対象児の分布

　1）在胎期間別分布

第2表在胎期間別分布

男

女

～36遍 37週 38週 39　週 4Q週 41週 42週～

人　　33
％（3．8）

　29（3，7）

　40（4，7）

　38（4．9）

　！40
（16．2）

　12』
（15，5）

　225（26，2）

　212（27．2）

　256（29．8）

　2互8
（27，9）

　119（13．8）

　12！
（15．5）

　47（5．5）

　4互（5．3）

計

　86Q（IOO．0〉

　780（100．0）
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　対象児を在胎週別に分類すると、その結果は第2表に

みられる通りであるが・在胎37週以下は男児73名（8．5

％）女児67名（8．6％）・在胎42週以上は男児47名（5・5

％）、女児41名（5．3％）で・分布には男女差はない己在

胎週別に最も多いのは在胎40週で男児29．8％・女児27，9

％である9

　2）　母り年齢別分布

　対象児を出生時における母の年齢により分類したもの

が第3表である。25～29歳の母が最も多く50％以上を占

めており、35歳以上のいわゆる高年の母からの出生は7

％台にすぎない。最も若年の母は19歳で女児に2例みら

れた。

第4表　母の身長別分布

男

女

1　　　　　　 　150～154　　皇55～159
～正49cm　　　　　　　 　　　　　　　　　　　正60c皿～

　　　　’　　　■　■㎝　　　　　　cm
　　　　　

計

人　　64　　282
％（　8，2）　　（36．2）

　59　　　233
（8．4）　（33．0）

　273　　　16L
（35．0）　　（20．6）

　247　　　167
（35，0）　（23．6）

　780（里00．O）

　706（1∞．0）

第3表　母の年令別分布

男

女

1－24才25深30奪35才一

人104　437　204　60％（12．9）　（54，3）　（25．3）　（7‘5〉

　聖09　　　　　405　　　　　168　　　　　　52

（L4．9）　（55，1）　（22．9）　（7，正）

計

　805（互00．0）

　734（100．O）

　3）　母の身長別分布

　母の身長を第4衷の如く149cm以下、工50～154㎝、155

酌159cm、160cm以上の4群に分けて児の分布状況をみ

た。150cm台が70％前後を占め・160cm以上の身長の母も

20～24％みられた。最も小さい身長の母は145．2cm｛ 最

高は171．Ocmであった。

　4）　出生順位別分布

　児の出生順位を第1子、第2子以上の2群に分けた。

第1子は男児441名（5L3％）、女児380名（48r5％N第

2子以上は合わせて男児418名（48．7％〉、女児404名

（51．5％）となっている。第4子以上は非常に少なく、

男児2例、女児1例であった。

　3．　計測値について

　1）　在胎期間との関係

　在胎週別に出生時の身体計測値をみると、頭囲だけが

他の三つの計測値と違った様相をとっている。すなわ
ち、 頭囲は、在胎期間が長くなるにつれて次第に大きく

なるのであるが、他の計測値（体重、身長、胸囲＞は在

胎期聞が長すぎた場合にはそれまで増加をたどっていた

値が減少する傾向をもっている。第5表に見られるよう

に・例えば・体重では・女児の場合、在胎36週以下が

2，2669で、その後次第に増加し、在胎40週には3，2129

在胎41週には3，2609となるが、在胎42遇以上の過期産

で出生した児のそれは3，1739となっている。身長、胸

囲についても同様の傾向がある。

　2）　母の年齢との関係

第5表 在胎期隔］ と 諄十淡哩値

体　　露　　9 身　　長　　c皿 頭　　囲　　cm 胸　　囲　　cm

M　　　　S．D M　　　　S，D M　　　　S．D M　　　　S．D

～36週 2，02i　　459 45し1　　　　3．1 31．4　　　　2．皇 28．8　　　　3．O

37　週 2，900　　　4L5 148．1　　　1．7 33．O　　　　L．L 30，8　　　　L．8

38　週 3，n6　　　406 系9．2　　　　2．1 33．6　　　　1．2 31．9　　　　夏．6

男 39　週 3，L96　　　393 49．5　　　　1，8 33，9　　　　真．3 32．1　　　　皇，7

40　週 3，289　　　420 50，2　　　　正，9 34，2　　　　1．2 32．7　　　　1．8

41　週 3，315　　　424 50．5　　　　L，9 34．3　　　　1．3 32．7　　　　i．6

42．週～ 3，241　　　5L7 49．9　　　　2．2 34．8　　　　1．4 32．4　　　　2，0

～36週 2，266　　　355 43，0　　　　2．8 31．4　　　　1．2 28，1　　　　1．8

37　遇 2，774　　　33D 47．7　　　　2．0 32，0　　　　1．4 30，8　　　　1．g

38　週 2，989　　　427 48．2　　　　2．1 33．1　　　　1，2 31．6　　　　里．8

女 39　週
3， n4　　　395 48．9　　　　生，8 33，4　　　　1．2 32．1　　　　1，8

40　週 3，212』 　405 49．5　　　　正．9 33．6　　　　1．5 32．3　　　　1，7

41　週 3，260　　　393 49．8　　　　1．8 33．8　　　　三．L 32．4　　　　1．7

42週～ 3，皇73　　　355 49．5　　　　1．8 34．0　　　　皇．皇 3正．9　　　　1．6

一96一



高　野他；身体計測値と諸指数

第6表母の年令と計測値
体　　重　　9 身　　長　　cm 頭　　囲　　cm 胸　　囲　　㎝

M S．D M S．D M S．D M S．D

男

～24歳
5～29歳

0～34歳

5歳～

3，181　　　394

，185　　　497

，193　　448

，111　　　521

49．6　　　　2．6

9．6　　　　2．3

9．6　　　　2．2

9．7　　　　2．4

33，5　　　1．β

3，8　　　　1．4

3．9　　　　1．3

3．8　　　　1．5

32．1　　　　2。0

2．2　　　　2，0

2，2　　　　1，9

2．1　　　　生，8

　　～ 24　歳　　　2，981

　　25～29歳　3，098
女
　　3Q～34歳　　　　3レ監40

　　35　歳　乍　　　 3，115

444

434

471

519

48．5

48．9

49．夏

48．4．

2．星

2．2

2，2

2，0

32，9

33，3

33．6

33．6

．5

．3

．4

．4

3皇．4

31．9

32．1

32．2

2，0

1．8

2．0

1，9

第了表母の身長と計測値

男

女

～　生49　cm

L50～154㎝

L55～！59cm

生60　　cm　　
～

～　149　cm

l5《）～！54c羅l

L55～159cロL

160　cm　～

体　　重　　9

M S，D

3，009　　　449

3，重30　　　　F443

3，195　　　　　473

3，346　　　　　450

2，992

・3，047

3，U7
3，190

462

465

423

473

身　　長　　cm

M S．D

48．9

49．3

49．6

50．2

2．正

2．2

3．3

2，2

48．3

49．0

49．2

49．5

1．9

2．2

2．夏

2．3

頭　　囲　　c皿

M S，D

33．5

33．8

33．9

34，2

，3

．8

．5

1．3

33．0

33．2

33．4

33．6

、5

．4

，2

，2

胸　　囲　　cm

M S．D

31．5

32．0

32．1

32，8

1．8

1．9

2．2

1，8

3L．6

31，8

31．9

32，2

1．9

2．0

1．7

・2．0

　母の年齢別にみた計測値は、第6表に示すとおりであ

るQ

　出生体重は、母の年齢が34歳に達するまで次第に大き

くなるが、35歳以上のいわゆる高年の母から生まれた児

は小さい。女児を例にとってみると、24歳以下群では

2，9819で最も小さく、30～34歳群が3，エ409で最も大き

く、35歳以上では3，1159となる。しかし、身長、頭囲、

胸囲については、母の年齢による差ははっきりした蔭向

を見出すことができず、男女児によってその傾向が異な

っている。すなわち身長の揚合、男児は各年齢群間には

差はないが、女児では体重と同様の傾自をもっている。

　3）　母の身長との関係

　体重に関して計測値をみると、男女児とも母の身長が

高くなるにつれて体重は大きくなる。すなわち、第7表

に示す如く、身長149cm以下の母から生まれた男児の平均

体重は3．0099、女児のそれは2，9929と最も小さく、母

の身長の増加とと もに次第に大きくなり、身長160cm以

上の背の高い母では、その児の平均体重は男児3，3469、

女児3，1909で最も大きくなっている。

　身長、頭囲、胸囲についても同様のことがいえる。特

に男児において身長160㎝以上群では他o）身長群のもの

よりも著男に大きい。また、女児の場合も、身長49，5cm

頭囲33，範m、胸囲32，2cmと身畏160c皿以上群の児は、他

の身長群に比べて大きい乾

　4）　出生1順位との関係

　出生順位別にみた計測値は、第8表に示したが、身長を

除き、男女児とも第1子群が小さく、第2子以上群が大

きくなっている。体重を例にとってみると、男児では第

1子群は3，工鎚9、第2子以上群3，2459、一女児第1子群

3，0339、第2子以」ヒ群3，玉389と80～1009の差があ

る。頭囲では男女児とも0．5cm、胸囲も0．4cm第1子群

が第2子以上群より小さい。しかし、身長は男女児とも

第1子群、第2子以上群全く同じ値をとっている。

　4．　指数について（第9衷）

　1）　在胎期間との関係

　KaUP指数は、在胎36週以下では最小値をとり、在胎

遍数が増加するとともに次第に大きくなり在胎41週の群

が最大値をとり、その後はやや減少した値となる。
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第8表出生順位と計測値
男 女

第 1 子 第2子以上 第 且 子 第2子以上
M S．D M　　　　S．D M S．D M　　　　S．D

体身頭胸 重長囲囲

3，133

9．6

3．6

2．0

456

．3

．4

．9

3，245　　　469

9，6　　　2．2

4．互　　　1．3

2，4　　　2．0

亀066
8．9

3．1

i．7

448

．2

．4

．9

3，138　　　457

8．9　　　2．2

3．6　　　　1．3

2，1　　　E．9

第9表在胎期問と指数
K＆up 頭囲／体重 頭囲／身長 胸囲／体重 胸囲／身長 頭囲／胸囲

M　　　S．D M　　S．D M　　　S．D M　　S．D M　　　S，D M　　　S，D

男

女

～　36　週　　 11．3

37　週　皇2．3

38　遇　12，7
39　　　週 　12．8

40　週　13．1
41　週　里3，2

42週～　 皇2，8

1．3　　里3．7　　　2．2　　0，70

豆．旦　1正．8　　　1．3　0，70

L．0　11．0　　　1．4　0．69

1．1　10，9　　　1．3　0．69

1．1　　10．5　　　1．2　0．69

1．1　　10．5　　　1．2　0．68

夏．2　 10．8　　　夏．5　0．69

0．03　　12．5

0．02　　L1．0

0．02　　LO，5

0，03　　10．4

0，02　　10．1

0，02　　里0．O

O．02　　10．3

1．7　　0．65　　　0，03　　亘，！0　　　0，06

0．9　　0．65　　　0．02　　1，08　　　0，05

i．1　　0．66　　　0．02　　1．05　　　0．05

0，9　0．66　　0．02　 1．05　　0．05

1，0　　0，66　　　0．03　　1．04　　　0．05

1，0　　0，66　　　0．02　　1．05　　　0．04

1，2　0，66　　0．02　 1．07　　0．05

～36週
37

38

39

40

41

週

週

週

週

週

42週～

皇1．3

里2．2

！2．7

皇3．0

夏3．O

．皇3．2

！2．8

1．0

0．9

i．1

1．、1

里．1

1Pl

i．0．

14．0

12．0

11．3

10．9

里0．7

10．6

10．8

1．8

1，4

1，4

L．2

1，3

L．2

0．9

0．71

0．69

0，69

0，69

0，69

0，69

0，69

O，03　　12．7

0．03　　夏2，0

0．03　LO．8

0．02　　LO．5

0．02　　10，2

0．02　　10，1

0，02　 夏0．3

1，1　　0．64　　　0．03　　夏．11　　　0．06

1，正　　O．66　　　0．03　　亘．06　　　0，04

1．3　　0，67　　　　0，02　　1壁05　　　　0．04

0．9　　0，66　　　0，03　　ヨ，05　　　0．04

1．0　　0，66　　　　0，03　　1，03　　　　0，05

0，9　　0，64　　　　0，03　　1，05　　　　0，04

0．9　0．65　　0．03　 1．06　　0，04

　頭囲／体重は在胎週数が短いほどその値が大きい。す

なわち、体重が小さい在胎36週以下では最大であるが、

体重が最も大きい在胎41週では男女児とも最小となる。

これと同様の傾向が胸囲／体重についていえる。

　しかし、身長を基準として比較した場合には、在胎期

間による差はほとんどない。頭囲／身長、 胸囲／身長な

どがそれであるが、これについては第9袋にみられると

おりである。

　頭囲／胸囲は在胎期間が短かいほどその値が大きく、

在胎40週まで漸次減して男児1．04、女児1．03と最小値を

とり、その後の群では再び大きくなる。各週とも1，00以

上をとっていることから・出生時においては・頭囲が胸

囲より大きいことを示している。

　2）　母の年齢との関係

　母の年齢と各指数との関係は第10衷に示した。Kaup

指数を除き各指数とも母の年齢による差はほとんどな

く、男女児間とも一定の傾向はない。

　一方・Kaup指数は母の年齢別にみた体重の関係と同

様の結果が得られた。すなわち、母の年齢が若いほど小

さく、24歳以下においては最小値を示し、30～34歳にな

ると最高値となり、35歳以上になると再び減少する。

　3）　母の身長との関係

　第11表にみられるとおり、KaUP指数、頭囲／体重、胸

囲／体重及び頭囲／胸囲において母の身長による差が出

ているが、他の頭囲／身長及び胸囲／身長ではほとんど

差はない。

　Kaup指数は、母の身長が高くなるほど大きくなり、

体重を基準として比率を求めた指数も身長の低い母から

生まれた児の指数は大きく、身長の高い母からのそれは

小さい億をとっている。例えぱ、男児の場合、身長工49

q㎜以下の頭囲／体重は11．4であるが、身長160cm以上の

それは工0．5という値を示している。同様のことが頭囲／
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男

女

男

女

～24歳
25～29歳

30～34歳

35歳～

～24歳
25～29歳

30～34歳

35歳～

～　真49cn1

更50～154cm

互55～159cm

l60cm～

～149㎝
L50～塵54cm

l55～L59cm

l60㎝～

Kaup指数
頭囲／体重

頭囲／身長

胸囲／体重

胸囲／身長

頭囲／胸囲

Kaup

M　　S．D

夏2．7　　皇．0

12．8　　夏．2

12．9　　1，1

12．8　　1．2

12，6　　1，1

L2，8　　L，1

13，夏　　i，1

13，0　　1，3

Kaup

M　　S．D

12，5　　1．1

12，9　　1．1

12．9　　1．O

i3．1　　星．0

1294　　1．1

！2．5　　i．1

！2．7　　1．1

i2．9　　1．3

第　1　子
M

監2．6

U．0

0，70

10．4

0．65

1．06

S．D

1．1

夏．5

0，Q3
1．1

0．03

0．05

高　野他：身体計測値と諸指数

第田表母の年令　と　指数

頭囲／体重

M　　S．D

10，8　　1．3

10．8　　L．5

LO．9　　1．4

10．8　　1．5

n．3　　L，5

11．1　　1．4

n．0　　1，4

10．9　　1．2

頭囲／身長

M　　S．D

0，68

0．69

0．69

0．69

0．68

0．69

0．69

0．69

0，02

0．02

0．02

0，03

O．02

0．03

0．03

0．02

第11表母の身長
頭囲／体重

M　　S．D

11，4　　114

1L．L　　1－5

10．8　　夏．5

10．5　　1．3

H，4　　1甲2

11．2　　1．5

11．O　　夏．3

10．8　　1．5

頭闘／身長

M　　S．D

0，70

0．69

0．69

G．69

O，69

0．69

0．69

0．69

0．03

0．03

0．02

0．02

O．03

0．02

0．02

0．02

第12表出生順位と指数
男

第2子以上
M

L3．O

lO．8

0．70
皇O．3

0．65

1．06

胸囲についてもいえる。

4）　出生順位との関係

　出生順位と各指数との関係を第12表に示した。

Kaup指数は・男女児とも第1子群が第2子以上群よ

り小さい値をとっている。頭囲／体重、胸囲／体重など

体重を基準にした指数では第1子群は第2子以上群より

大きい値をとっている。身長を基準にした揖数である頭

S，D

1．2

1．5

0．02

里．2

0，03

0．05
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IV考

諸指数

と 指　数

胸囲／体重 胸囲／身長 頭囲／胸囲

M　　　S．D M S．A M　　　S．D

10．4　　　1．O O．66 O．02 1，05　　0．04

10．3　　　1．正 0．66 O．03 里．05　　0．05

10．3　　　正，1 O．66 Q．03 【．06　　0．05

10．3　　　皇．3 0．65 O．03 1．07　　0．06

匹0．8　　　1．2 O．66 Q．03 L，05　　0，04

10，5　　　1－1 0．66 O．02 1，05　　0，04

10．5　　　1．2 0．67 0．03 1．05　　0．04

10．4　　　1．0 0．66 O．03 1．04　　0，04

と 指　数

胸囲／体重 胸囲／身長 頭囲／胸囲

M　　　S．D M S．D M　　　S，D

10．6　　　1．1 O．65 0．03 1．07　　0．05

10．5　　　i．1 0．66 O．03 L，06　　0．05

10．3　　　L，2 O．66 O．02 1．05　　0，05

LO．0　　　正．O 0．66 O．03 ユ．05　　0，04

LO，8　　　星．6 0．66 0．03 皇．08　　0，04

10．6　　　L．2 0．66 O．03 皇．06　　0．05

10．5　　　1，0 0．66 O．03 【．05　　0．Q4

10，3　　　0．9 0．66 0．03 1．05　　0．04

と 指　数

女

第　　L 子 第2子以上
M　　　　S．D M S．D

12．7 i．1 夏3．O E．1

11－1 1．4 U．0 2．O

0．69 O．03 0．69 0．02

10．8 1．1 1Q．5 1．2

0．66 0．03 0．66 O．03

1．05 0．05 1．05 O．05

長、 胸囲／身長ξ頭囲／胸囲に関しては第1’子

2子以上群間に全く差はない。

考　　　按

児の出生時における成熟度を知るためには、かつ

生体垂をみることによって参考と していた。ま

熟徴候として古くから新生児学の成魯に種々の所
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見が述べられている。

　在胎期間だけをもって成熱度を計るわけにもいかな

い。在胎期間が同じであっても、出生体露が異なり、未

熟性の強い新生児もいる。それ故・・在胎期問のみで児の

成熟度の判定をするわけkはいかない。

　Lubchenco；1は在胎期闇と出生体重との関係をみて児

の成熟度を判定しようと試みた。Lubchencoのいった

1arge・for・dates，apPropr正ate－for－dates，sma1重一for・dates

infa虞という 概念がこれであり、船川2，は同様にわが国

における在胎週数別の出生体重を算出している。在胎期

闇に比して出生体重の小さいもの←いわゆるsma11・

for・dates　infant一において生命予後・身体精神運動

発育、罹患状況が他の新生児に比べて間題があるといわ

れている。このように在胎期間と出生体璽の関係は新生

児の成熟度の判定に有意義な方法の一つであると考え

る。

　野呂ら8⊃⑪は、生体観察所見≧生活力の状態を多元的

採点によって成熟度を判定しようとしている。しかし、

これは判定者の主観がかなり混入し．て統一された成熟度

の判定とはならないのではないかという批判をしている

人もある。

　 この生体観察所見と身体計測値，在胎期間、との関係を

充分にふまえたうえで成熟変の判定に役立つような基準

を作ることが今回の調査の目的であったわけであるが，．

そのためには・まず身体計測侮を用いて身体各部の関係

を指数化することによってその判定基準の一段階とし

た。ここで最も単純なことでありながら最も重要な条件

は計測が充分正確になされているか否かということであ

る。しかし、充分訓練され熟練している勤務者によって

なされているものであれば、これは信頼し得う計測値と

みなしてよいと思う。今回、われわれが対象にした班例

はそれを充分に満たしているとみなしてよい。1

　出生体垂については、多くの報告があるが、今回の対

象例のそれは、愛育癖院で昭和39、40年に出生した例で

筆者5レが調査したものよりやや小さい値であるが，船川

ぢ，が昭和35年度値として求めたものより大きく、船川61

の年次別在胎期間別出生体重よりもわれわれの例は大き

）・。また、同じく船川の在胎過別出生時体重よりも大き

いかほとんど差がない。これにはいろいろ要因が考えら

れるが、対象の母親は、 その住居が束京山手地区を中心

とした住宅地にあり、中流以上の生活水準の家庭の主婦

で、煎労働にたずさわる動労婦人のほとんどいないこ

と、また妊婦の極く初期より充分な妊婦管理がなされて

おり、母親の身畏が同年齢の全国平均値、昭和41年度国民

栄養調査成績7レによる26～29歳のそれより大き い工55，2

㎝（ちなみに全国値は152，4㎝である）となっているこ

となどの条件がそろづていう。栄養調査を対象の母に実r

施していないが・いろいろ行なわれている調査からみて

」般に高身長の母は栄養状態がよいと解解しても差しつ

かえないと思う。山梨81の調査によると、体位が大きい

母親は出生体重の大きい児を産んでいる。

・頭囲は、在胎期間が長くなるに従ってその値は次第に

大きく なっており、過期産になっても、体重、 胸囲と異

なってその測定値の平均値は小さくならない。このこと

は、頭脳の発育が在胎週敬と充分関係があることを示し

ている。それ放、頭囲をみることによって在胎期間をあ

る程度判断し得るという説を確認できると思う。

　Kaup指数は、乳児期の基準をもって新生児の値をそ

のまま児の身体の発育の評価に用いてはならない。生後

1～2か月位までは・Kaup 騨はd’さい値をとるの
で、そのままの基準を適応するとすればほとんどが痩せ

過ぎめ区分に入ってしまう。それ故、新生児期の拳準皆

規定することによって新生児の評価をすることができ、

Kaup指数を新生児に使用してはならぬということは妥

当性がなレ、と考える。

　その他の指数につギ・て、成熟度判定に関しての妥当性

は、体重を基準にした指数である頭囲／体重、胸囲／体

重は使用してもかなり意味がありそうであるが、これを

生体観察所見と併せ見たい。

・また、水頭症、小頭症など頭部異常の早期発見診断に

この指数を用いることは、乳児廻にわたる追跡調査を行

なうことによって明白にできると考える。

V　結 語

　出生時の児の身体計測値とその値から種々の指数を箕

・出して、これらの値を、在胎期間別、母の年齢別、母の

身長別～出生順位別に検討した。それによ防新隼皐φ

成熟度の判定、頭部異常の早期発卑診断の手段としズ使

用し得るかを知る予備調査を行なった。

　成熟度判定には、頭囲、頭囲／体重、胸囲／体露が使

用しても意味がありそうであるが、生体観察と併用する

必要がある。

　なお、本論文の要旨は第16回日本小児保鰹学会で発表

した。
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Body　Measurements　and　Some　Indices

　　（1．Newborn　Infant　at　Birth）

Dept，2　　　　Akira　Takano

Institute　of　Public　Hea旦th

　　　　　　　KyookoFujhnura

　　ItisveryimpQrtan隻t・understandthephysicaIc。nstituti・n・fn騨b。minfantsatbirt瓦because

the　physical　constitutiou　of　infants　is　said　tQ　shQw　thls　maturity　at　blrth、From　this　poiロt，we　planned

to五nd　some　indices　which　are　useful　to　understan（1the　maturity　of　infants．

　　860males　a血d780females（who　had　been　born　in　Aiiku　Hospital　from1967to1968）were　chosen

for　this　study．

　　The五r　welght，he生ght，c貢rcumference　of　head　a阜d　breast　were　measured　at　b正rth　by　nuτses，Some

indices were　calculated　by　these　measurements．Iudices貧nd　measurements　were　investigated　regarding

gestaUonal　periQd，age　of　mothers，bcdy　constituとio隠of　mothers　and　birth　order・

　　Birthweigkt，㈱circumfere黙ceandtw・ indicess“chashead／weightandbreast／weightare

usefui　fQr　ludging　maturity　or　lmmaturity　at　birth，
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